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●
働
く
場
の
確
保

　

若
者
が
元
気
に
活
躍
で
き
る
「
働
く

場
の
確
保
」
に
取
り
組
む
。

・
地
域
資
源
の
特
性
を
生
か
し
た
新
た

な
産
業
の
創
出
や
企
業
の
誘
致

・
大
都
市
へ
の
企
業
誘
致
の
専
門
家
の

配
置

●
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成

　

南
島
原
市
ら
し
い
個
性
あ
る
教
育
の

推
進
、
教
育
環
境
の
充
実
と
地
域
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
る
。

・
学
校
教
育
施
設
、
設
備
の
充
実

・
外
国
語
指
導
助
手
や
特
別
支
援

員
、
相
談
員
な
ど
の
適
正
配

置
●
小
学
校
の
あ
り
か
た

　

統
廃
合
を
視
野
に
入
れ
た
、
南

島
原
市
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
あ

り
か
た
を
検
討
す
る
。

●
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進

　

生
涯
を
通
じ
て
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境

を
整
備
し
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化

を
図
る
。

・
公
民
館
や
体
育
館
の
活
用
推
進

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
学
校
給
食
費
の
無
料
化

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
含
む

保
護
者
負
担
の
軽
減
策
に
取
り
組

む
。
財
政
状
況
や
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営
体
制
な
ど
を
多
面
的

に
検
討
す
る
。

●
高
齢
者
等
福
祉
対
策

　

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
行
う
。

・
各
種
介
護
予
防
講
座
な
ど
、
学

習
機
会
や
相
談
窓
口
の
充
実

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
と
の
連
携
・
協
力

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

　

高
齢
者
、
障
害
者
が
必
要
な
と

き
に
利
用
で
き
る
「
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
」
導
入
を
検
討
す
る
。

●
市
民
の
健
康
づ
く
り

　

市
民
の
「
生
涯
現
役
」
を
支
え

る
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　　●
経
済
対
策
の
充
実

　

国
庫
交
付
金
な
ど
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
の
経
営

環
境
の
改
善
支
援
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
取
り
組
む
。

●
農
林
水
産
業
の
振
興

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

の
生
産
性
を
高
め
、
経
営
基
盤
の

整
備
に
努
め
る
。

・
ほ
場
整
備
、
畑
地
か
ん
が
い
、

ハ
ウ
ス
施
設
整
備
な
ど
の
充
実

・
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
基
盤
整
備

●
商
工
業
の
振
興

　

全
国
的
に
通
用
す
る
市
内
特
産

品
の
販
路
拡
大
を
図
る
。

・
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

・
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

・
全
国
生
産
量
２
位
を
誇
る
島
原

手
延
べ
そ
う
め
ん
の
振
興
を

図
る
。

●
観
光
の
振
興

　

新
た
な
交
流
人
口
の
増
加
を
目

指
し
、
特
色
あ
る
観
光
メ
ニ
ュ
ー
、

観
光
ル
ー
ト
を
創
出
す
る
。

・
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
た
体

験
観
光

・
ひ
ま
わ
り
観
光
協
会
の
積
極
的

支
援

　

私
は
、『
市
民
が
主
役
』、
す
な
わ

ち
、
市
民
参
加
が
市
政
運
営
の
基
本

で
あ
る
こ
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
行

政
が
お
互
い
に
協
力
し
合
う
『
市
民

協
働
の
市
政
』
を
政
治
理
念
に
、
公

平･

公
正
で
市
民
の
目
線
に
立
っ
た

市
政
を
今
回
の
選
挙
で
市
民
の
皆
さ

ま
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
景
気
の
低
迷
な
ど

厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
安
全･

安
心
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
一
人
ひ

と
り
に
、
主
人
公
と
し
て
市
政
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
知
恵

と
行
動
に
よ
っ
て
南
島
原
市
の
将
来

の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
私
の
基

本
理
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
役
目
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
な
っ
て
頑
張
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
が
思
い
切
り
頑
張
れ
る

よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

の
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
・
住
ん
で

よ
か
っ
た
・
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
な
、
活
気
と
元
気
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
全
身
全

霊
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
次
の
４
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
、「
人
が
元
気
に
な
る
」、「
産

業
が
元
気
に
な
る
」、「
ま
ち
が
元
気

に
な
る
」、「
市
役
所
が
元
気
に
な

る
」
を
基
本
に
市
政
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
６
月
22
日
、
平
成
22
年
第
２
回
南
島
原
市
議
会

定
例
会
で
、
藤
原
市
長
が
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
自
ら
の
政
治
姿
勢
や
重
要
課
題
な
ど

を
述
べ
、
市
議
会
や
市
民
に
対
し
て
理
解
と
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

市
民
が
主
役
の
市
政
運
営
を
目
指
し
て

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
。

合
併
し
て
よ
か
っ
た
。

　
心
か
ら
そ
う
思
え
る
南
島
原
に…
。

市
長
が
す
す
め
る
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

所
信
表
明
要
旨
南
島
原
市
長

人
が
元
気
に
な
る

ま
ち
づ
く
り

産
業
が
元
気
に
な
る

ま
ち
づ
く
り

藤原市長所信表明

藤原市政が目指す姿 みんなの力で創る輝く南島原

産業が元気になる

まちが元気になる

いつも市民が
ど真ん中！
いつも市民が
ど真ん中！
いつも市民が
ど真ん中！

市民協働の市政が
もたらすもの

市役所が元気になる

＊醸成（じょうせい）：ある状態・気運などを徐々につくり出すこと。

市政はこうなる

市民意識の醸成
じょう せい

人が元気になる

生まれて
よかった

合併してよかった住んで
よかった


